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　三石ロータリークラブ（富永信会長）が町立三石国民健康

保険病院と町立特別養護老人ホーム蓬莱荘を訪れ、両施設に

合計３台の歩行器を寄贈しました。

　同クラブはこれまでに、多機能型車いすや屋外用待合ベン

チを両施設に寄贈しており、富永会長は「病院、蓬莱荘の利

用者の方々の安心、安全のために使っていただければ」と話

しました。

三石国保病院・蓬莱荘へ歩行器寄贈 11/22

町の出来事、
話題をお届けします。

　町教育委員会主催の『くぼたまさとのわくわく工作教室』

が町総合町民センターで開かれ、親子連れなど約80人が参加

しました。

　工作教室では、テレビ番組『つくってあそぼ！』のワクワ

クさん役でおなじみの久保田雅人さんを講師に迎え、身近な

素材を使って、昔懐かしいおもちゃ「タケトンボ」や「けん玉」

づくりを楽しみました。

くぼたまさとのわくわく工作教室 11/25

みついし牛枝肉共励会褒賞授与式

　みついし農業協同組合（酒井薫組合長）主催の『第14回みつ

いし牛枝肉共励会』が11月28日に東京都で開かれ、出品牛36

頭のうち９頭が入賞し、翌日にＪＡみついしで褒賞授与式が行

われました。

　入賞した９頭はすべて最高ランクのA５で、最優秀賞を受賞

したうらかわ共同肥育センター（浦河町）の中山代表は「共励

会を目標にしてきたので、これからの励みになります」と話し

ました。

11/29

三石小学校租税教室

　税に関する正しい知識と理解を深めることを目的として、

町税務課職員による『租税教室』が三石小学校６年生15人を

対象に行われました。

　教室では「日本には何種類の税金があるのか」などの税金

クイズや、１億円の模型札束を使っての重さ体験などが行われ、

児童たちは、楽しみながら、税金の必要性や使い方について

学びました。

12/７

　同実行委員会（田畑隆章委員長）主催の『日高の浜の恵み 

ふるさとの海を知るセミナー』が町公民館で開かれ、町内外

から約110人が来場しました。

　日高地区水産技術普及指導所の髙島国男さんと北海道区水

産研究所の斎藤寿彦さんが講師を務め、『春ウニはなぜ美味し

い』、『秋サケの不漁はなぜ続く』をテーマに講演。ウニの魅

力や北海道の漁業の現状について、来場者は熱心に耳を傾け

ていました。

ふるさとの海を知るセミナー 11/25

親子でしめ飾りづくり 12/１

　同実行委員会（大澤晃弘委員長）主催の『2018海味の市』

がピュアプラザで開かれ、約600人の買い物客でにぎわいました。

　地場産品の消費拡大とＰＲを目的に、平成10年度から開催

され、今年で21回目となる歳末恒例のイベント。

　新巻サケやタラコなどの海産物のほか、ひだかホエー豚の

加工食品なども販売され、開場とともに多くの来店者が目当

ての売り場に詰めかけ、会場は熱気に包まれました。

2018海
う み

味の市 12/１

三石老人スポーツ大会 11/22

　新ひだか町自衛隊協力会と陸上自衛隊静内駐屯地主催の

『ミュージックフェスティバル2018』が町公民館で開かれ、

約400人が来場しました。

　演奏会には陸上自衛隊第７音楽隊や静内染退太鼓、北海道

浦河高等学校吹奏楽局など５団体が出演。フィナーレでは第

７音楽隊と浦河高校吹奏楽局による『上を向いて歩こう』な

どの合同演奏が披露され、会場から大きな拍手が送られました。

ミュージックフェスティバル2018 11/18

静内中学校 古新聞回収収益金寄付 11/14

　町老人クラブ連合会三石支部（齊藤順閲支部長）主催の『第

45回新ひだか町三石老人スポーツ大会』が三石スポーツセン

ターで開かれ、町内から８チーム227人が参加しました。

　大会では、座布団の上にボールを乗せてリレーする『ゆっ

くり走ろう！座布団カー』など、趣向を凝らした９種目が行

われ、会員の健康保持増進と相互の親睦を深めました。

　優勝は延出チーム。同大会初となる６連覇を成し遂げました。

　ＪＡしずない女性部と町教育委員会主催の『文化講座 親子

でしめ飾りづくり』が町公民館で開かれ、親子17人が参加し

ました。

　ＪＡしずない女性部とその関係者13人が講師を務め、参加

者はスゲ草を編んでしめ縄を作る行程を楽しく教わりました。

　出来上がったしめ縄にはオリジナルの飾り付けをして、個性

あふれるしめ飾りを親子で完成させました。

　静内中学校生徒会（野村圭悟会長）は、10月22日から23日

にかけて全校生徒で行った古新聞回収の収益金のうち、計12

万円を北海道胆振東部地震の義援金や、町内の社会福祉施設

に寄付しました。

　被災地への寄付は、同校の生徒らの「被災者の方々に寄付

をしたい」という思いから、今回、初めて行われた取組。野

村会長は「被災地の人が笑顔になってくれたらいいなと思い

ます」と話しました。


